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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
移動通信ネットワークにおいて、運転テスト測定とロギングの最小化に関連する基地局に
より、ユーザー装置(以下ＵＥと称す)と無線リソース制御 (ＲＲＣ)接続を構築する工程
と、 
前記ＵＥから、物理アップリンク共有チャネル (以下ＰＵＳＣＨと称す)に対応する電力
ヘッドルーム報告(ＰＨＲ)を受信する工程と、
前記ＰＨＲに対応する前記ＰＵＳＣＨで割り当てられるデータ復調用参照信号 (以下ＤＭ
-ＲＳと称す)のアップリンク測定を実行する工程と、 
前記ＰＵＳＣＨの対応する物理リソースブロック（ＰＲＢ）の指数と前記ＰＨＲに関連す
るＰＵＳＣＨのアップリンク測定結果をＭＤＴサーバに報告して、アップリンクカバレッ
ジを決定する工程と、
を含み、
前記アップリンク測定を実行する工程は、前記ＰＵＳＣＨに関連するアップリンク受信干
渉電力 (以下ＲＩＰと称す)の測定を含む
ことを特徴とする方法。  
【請求項２】
前記アップリンク測定を実行する工程は、前記ＤＭ-ＲＳの基準信号受信電力 (ＲＳＲＰ)
を測定する工程を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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前記ＲＳＲＰ測定をする工程は、前記ＰＵＳＣＨにより占有される同じ物理リソースブロ
ック (ＰＲＢ)において、前記ＤＭ-ＲＳのリソースで実行されることを特徴とする請求項
２に記載の方法。
【請求項４】
前記アップリンク測定を実行する工程は、前記ＤＭ-ＲＳの基準信号受信品質 (以下ＲＳ
ＲＱと称す)を測定する工程を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
前記ＲＳＲＱは、前記ＰＵＳＣＨに関連する前記ＲＩＰにより分割される前記ＤＭ-ＲＳ
の基準信号受信電力 (ＲＳＲＰ)になるように定義されることを特徴とする請求項４に記
載の方法。
【請求項６】
前記ＲＩＰ測定は、時間上で、前記ＲＳＲＰ測定に用いられる時間周波数リソースと接近
する時間周波数リソース上で実行されることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
前記ＲＩＰ測定は、熱ノイズを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
運転テスト測定とロギングの最小化に関連する基地局であって、
移動通信ネットワークにおいて、ユーザー装置 (以下ＵＥと称す)とＲＲＣ接続を構築す
る無線リソース制御 (ＲＲＣ)モジュールと、 
物理アップリンク共有チャネル (以下ＰＵＳＣＨと称す)の前記ＵＥから、電力ヘッドル
ーム報告 (ＰＨＲ)を受信するレシーバと、
前記ＰＨＲに対応する前記ＰＵＳＣＨで割り当てられるデータ復調用参照信号 (以下ＤＭ
-ＲＳと称す)のアップリンク測定を実行する測定モジュールと、 
前記ＰＵＳＣＨの対応する物理リソースブロック（ＰＲＢ）の指数と前記ＰＨＲに関連す
るアップリンク測定結果をＭＤＴサーバに報告し、アップリンクカバレッジを決定するト
ランスミッタと、
を有し、
　前記アップリンク測定は、前記ＰＵＳＣＨに関連するアップリンク受信干渉電力 (以下
ＲＩＰと称す)の測定も含む
ことを特徴とする基地局。      
【請求項９】
前記アップリンク測定は、前記ＤＭ-ＲＳの基準信号受信電力 (ＲＳＲＰ)を測定する工程
を含むことを特徴とする請求項８に記載の基地局。
【請求項１０】
前記ＰＵＳＣＨにより占有される同じ物理リソースブロック (ＰＲＢ)において、前記Ｒ
ＳＲＰ測定は前記ＤＭ-ＲＳのリソースで実行されることを特徴とする請求項９に記載の
基地局。
【請求項１１】
前記アップリンク測定は、前記ＤＭ-ＲＳの基準信号受信品質 (以下ＲＳＲＱと称す)を測
定する工程を含むことを特徴とする請求項８に記載の基地局。
【請求項１２】
前記ＲＳＲＱは、前記ＰＵＳＣＨに関連する前記ＲＩＰにより分割される前記ＤＭ-ＲＳ
の基準信号受信電力 (ＲＳＲＰ)になるように定義されることを特徴とする請求項１１に
記載の基地局。
【請求項１３】
前記ＲＩＰ測定は、時間上、前記ＲＳＲＰ測定に用いられる時間周波数リソースに接近す
る時間周波数リソース上で実行されることを特徴とする請求項１２に記載の基地局。
【請求項１４】
移動通信ネットワークにおいて、運転テスト最小化サーバ(以下ＭＤＴサーバと称す)によ
り、ユーザー装置 (ＵＥ)の物理アップリンク共有チャネル (以下ＰＵＳＣＨと称す)に対
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応する電力ヘッドルーム報告 (ＰＨＲ)を受信する工程と、
前記ＰＵＳＣＨの基準信号受信電力 (以下ＲＳＲＰと称す)または基準信号受信品質 (Ｒ
ＳＲＱ)を示すアップリンク測定結果を受信する工程と、
前記ＰＵＳＣＨの対応する物理リソースブロック（ＰＲＢ）の指数と前記ＰＨＲに対応す
る前記ＰＵＳＣＨに関連する受信干渉電力 (以下ＲＩＰと称す)を受信する工程と、
前記受信ＲＳＲＰ/ＲＳＲＱと前記ＰＨＲに対応する前記ＲＩＰに基づいて、アップリン
クカバレッジを決定する工程と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１５】
前記ＲＳＲＰは、データ復調用参照信号 (ＤＭ-ＲＳ)受信電力になるように定義され、
前記ＤＭ-ＲＳが、前記ＰＵＳＣＨに占有される同じ物理リソースブロック (ＰＲＢ)で割
り当てられる
ことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
前記ＲＳＲＱは、前記ＰＵＳＣＨに関連する前記ＲＩＰにより分割されるデータ復調用参
照信号 (ＤＭ-ＲＳ)受信電力になるように定義され、
前記ＤＭ-ＲＳが、前記ＰＵＳＣＨにより占有される同じ物理リソースブロック (ＰＲＢ)
で割り当てられることを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
前記ＰＨＲに基づいて、前記ＵＥにより用いられる前記ＰＵＳＣＨの伝送電力を決定する
工程と、
前記伝送電力と前記ＰＵＳＣＨの前記ＲＳＲＰに基づいて、前記ＵＥのパスロス値を決定
する工程と、
を含むことを特徴とする請求項１４に記載の方法。 
【請求項１８】
前記ＭＤＴサーバは、前記パスロス値と前記ＲＩＰに基づいて、アップリンクカバレッジ
問題を識別することを特徴とする請求項１７に記載の方法。 
【請求項１９】
前記ＭＤＴサーバは、前記ＲＳＲＱと前記ＲＩＰに基づいて、アップリンクカバレッジ問
題を識別することを特徴とする請求項１４に記載の方法。 
【請求項２０】
前記アップリンク測定結果に関連する前記ＵＥの位置情報を受信する工程と、
アップリンクカバレッジと前記位置情報を関連付ける工程と、
を含むことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この出願は、２０１１年１１月７日に出願された“Minimization of Drive Tests for 
Uplink Link Coverage”と題された米国特許仮出願番号６１/５５６,５８１号から、合衆
国法典第３５編第１１９条の下、優先権を主張するものであり、その内容は引用によって
本願に援用される。
【０００２】
　運転テストの最小化(ＭＤＴ：Ｍｉｎｉｍｉｚａｔｉｏｎ　Ｄｒｉｖｅ　Ｔｅｓｔ)に関
するものであって、アップリンクカバレッジのＭＤＴに関するものである。
【背景技術】
【０００３】
　３ＧＰＰリリース８として導入されるスリージーピーピー（3rd Generation Partnersh
ip Project、３ＧＰＰ) ロングタームエボリューション(ＬＴＥ)システムは改善されたユ
ニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム (ＵＭＴＳ)である。ＬＴＥシステ
ムは、シンプルなネットワーク機構により、高ピークデータレート、低レイテンシー、改
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善されたシステムキャパシティおよび低操作コストを提供する。ＬＴＥシステムにおいて
、進化型ＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク (E-UTRAN)は、ユーザー装置 (ＵＥ)と
なる複数の移動局と通信する複数の進化型Node-Bs (ｅＮｏｄｅＢs：ｅｖｅｌｖｅｄ　Ｎ
ｏｄｅＢｓ)を含む。３ＧＰＰは新しい特徴を導入して、ＬＴＥシステムオペレータが、
さらにコスト効果が高い方法で、ネットワーク計画を最適化するのをサポートする。運転
テストの最小化(ＭＤＴ：Ｍｉｎｉｍｉｚａｔｉｏｎ　Ｄｒｉｖｅ　Ｔｅｓｔ)は、ＵＥが
、測定をまとめて、測定情報をそれらのサービングｅＮｏｄｅＢに報告する特徴のひとつ
である。
【０００４】
　各種ＭＤＴ特徴において、ＭＤＴがアップリンク (ＵＬ)カバレッジ分析に用いられる
。３ＧＰＰ リリース１１(Rel-11 LTE)ＭＤＴワークアイテムに従って、ＵＬカバレッジ
使用事例は、以下の目的と要求に従って実行されなければならない。第一目的は弱いＵＬ
カバレッジを識別することである。第二目的はＵＬのカバレッジマッピングを実行する、
すなわち、測定されるＵＬ無線パフォーマンスと地理的な位置を示すことである。第三目
的は、ＵＬカバレッジが、オーバーショット、パイロット汚染（ｐｉｌｏｔ　ｐｏｌｌｕ
ｔｉｏｎ）および重複セルのパスロス（ｐａｔｈｌｏｓｓ）または干渉条件により制限さ
れるか識別することである。
【０００５】
　Rel-10 LTE中、ＭＤＴ ＵＬカバレッジ使用事例において、ＵＥによるパワーヘッドル
ーム (ＰＨ)測定(3GPP TS 36.213を参照)が含まれる。電力ヘッドルーム報告 (ＰＨＲ：
Ｐｏｗｅｒ　Ｈｅａｄｒｏｏｍ　Ｒｅｐｏｒｔ)は、通常、ＯＦＤＭ通信システムにおい
て、電源制御に応用されるメカニズムである。ＯＦＤＭシステムにおいて、各ＵＥの伝送
電力は、あるレベルで維持され、ネットワークにより調整される必要がある。しかし、各
ＵＥの最大伝送電力は、ＵＥキャパシティによって異なる。よって、ＰＨＲを用いて、Ｕ
Ｅを設定し、その電力キャパシティと使用法をネットワークに提供する。ＵＥは、ＰＨＲ
メカニズムを用いて、ＵＥ設定最大伝送電力（ＵＥ－ｃｏｎｆｉｇｕｒｅｄ　ｍａｘｉｍ
ｕｍ　ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｐｏｗｅｒ）とＵＥ計算現在ＵＥ伝送電力（ＵＥ－ｃａｌｃｕ
ｌａｔｅｄ　ｃｕｒｒｅｎｔ　ＵＥ　ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｐｏｗｅｒ）との間のパワーオ
フセットとして定義されるそのＰＨ値を、そのサービング基地局 (ｅＮｏｄｅＢ)に周期
的に提供する。受信したＰＨ値に基づいて、ｅＮｏｄｅＢは、適切なリソース割り当てに
より、ＵＥ伝送電力を調節することができる。
【０００６】
　電力制限に加え、ＰＨＲをＭＤＴ ＵＬカバレッジ分析に用いることができる。しかし
、現在の技術は、正確なＵＬカバレッジ分析には不十分である。ＵＥ位置によりタグ付け
されるＰＨ測定がＭＤＴサーバのために唯一利用できる情報であることが考慮される。弱
いＵＬカバレッジ領域を識別するために、ＭＤＴサーバは、負の値を有するそれらのＰＨ
Ｒを注意深く分析し、タグ付けされる位置が弱いＵＬカバレッジ領域中にあるかどうかを
見つける。しかし、利用できる情報が制限されるので、ＭＤＴサーバが、ＵＬカバレッジ
で正確な判断をすることは困難である。その結果、ミス検出と誤報がしばしは発生する。
【０００７】
　たとえば、ＵＥが、弱いカバレッジ領域にあり、小さいトランスポートブロックサイズ
(ＴＢＳ)を有するデータを伝送したとする。小さいＴＢＳに必要な低伝送電力のため、Ｕ
Ｅにより報告されるＰＨ値はノンネガティブ（ｎｏｎ－ｎｅｇａｔｉｖｅ）である。これ
は、ミス検出を招く。別の例において、ＵＥがよいＵＬカバレッジ領域にあり、大きいＴ
ＢＳを有するデータを伝送するまたは高い干渉レベル下である時に、誤検出が発生する。
ＵＥは、負のＰＨ値を生じさせる通信品質を維持するために、高伝送電力が必要である。
ＭＤＴサーバを補助し、ＵＬカバレッジを決定する目的と要求を達成するソリューション
が必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　ＭＤＴ ＵＬカバレッジの追加アップリンク測定を用いる方法が提供される。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　移動通信ネットワークにおいて、基地局 (ｅＮｏｄｅＢ)は、ユーザー装置 (ＵＥ)と無
線リソース制御 (ＲＲＣ)接続を構築する。ｅＮｏｄｅＢとＵＥが運転テスト (ＭＤＴ)の
最小化に設定される。ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥから、物理アップリンク共有チャネル (ＰＵ
ＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ)に対応する
電力ヘッドルーム報告 (ＰＲＨ)を受信し、ＰＨＲをＭＤＴサーバに伝送する。一例にお
いて、ＰＨＲはＵＥ位置情報がタグつけられる。ｅＮｏｄｅＢは、ＰＵＳＣＨで割り当て
られるデータ復調用参照信号 (ＤＭ-ＲＳ)のアップリンク ＲＳＲＰ/ＲＳＲＱ測定を実行
する。アップリンク測定は、ＰＵＳＣＨに関連するアップリンク受信干渉電力 (ＲＩＰ)
の測定も含む。その後、ｅＮｏｄｅＢは、アップリンク測定結果をＭＤＴサーバに報告す
る。ＭＤＴサーバは、ＰＨＲとアップリンク測定結果に基づいて、アップリンクカバレッ
ジを決定することができる。
【００１０】
　一例において、アップリンク ＲＳＲＰ測定は、受信した参照信号、たとえば、データ
復調用参照信号 (ＤＭ-ＲＳ)に基づく。ＤＭ-ＲＳのＲＳＲＰ測定は、考慮される測定時
間分と周波数バンド幅中で、ＰＵＳＣＨ ＤＭ-ＲＳを伝送するリソース素子の電力寄与( 
[W]中)の合計または線形平均として定義される。ＰＨＲとＰＵＳＣＨ ＰＲＢ指数から、
周波数ユニット (たとえば、リソース素子)ごとのＰＵＳＣＨの平均ＵＥ伝送電力が得ら
れる。その結果、周波数ユニット (たとえば、リソース素子)ごとのパスロスは、この定
義されたＲＳＲＰ測定とＰＨＲから生成されたＵＥ伝送電力から得られる。弱いＵＬカバ
レッジの領域は、ＵＥ／ｅＮｏｄｅＢ距離と周波数ユニットごとのパスロスを考慮するこ
とにより識別される。
【００１１】
　ＲＳＲＰ ＵＬ測定 (ＰＨＲと一緒に)はパスロスの決定に有用で、ＲＳＲＱ測定は、ア
ップリンク干渉条件、たとえば、ＳＩＮＲを示すのに有用である。ＲＳＲＱ測定は、比率
 “基準信号受信電力 (ＲＳＲＰ)” / “受信干渉電力 (ＲＩＰ)” (ＲＳＲＱ = ＲＳＲ
Ｐ/ＲＩＰ)として定義される。分子と分母の測定が、考慮される組の時間／周波数リソー
スで行われる。分子と分母の時間周波数リソースの考慮される組は、時間上、十分に接近
して、正確なＳＩＮＲ値が得られる。
【００１２】
　さらに、ＭＤＴサーバは、ＰＵＳＣＨに関連するＲＩＰ測定結果を受信する。たとえば
、ＵＬカバレッジ検出に用いられるＰＵＳＣＨのＰＲＢ指数を、ＭＤＴサーバに知らせる
。 “受信干渉電力” と“熱雑音電力” 測定が、ＰＵＳＣＨの発生にほぼ近い時間分で
測定される3GPP TS 36.214で定められるので、ＭＤＴサーバは、ＰＵＳＣＨ伝送が被る干
渉レベルを知ることができる。その結果、ＭＤＴサーバが、ＲＳＲＰとＲＩＰ両方、また
は、ＲＳＲＱとＲＩＰ両方を知っている場合、ＭＤＴサーバは、パスロス原因による悪い
ＵＬカバレッジ問題と高い干渉レベルによる問題を識別することができる。
【００１３】
　他の実施の形態および利点が以下の詳細な説明に述べられる。この概要は、本発明を定
めるものではない。本発明は請求項によって定められる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施形態による移動通信システムにおけるアップリンクカバレッジの運転テス
ト (ＭＤＴ)の最小化の方法を示す図である。
【図２】本実施形態による基地局 (ｅＮｏｄｅＢ)とＭＤＴサーバの簡潔なブロック図で
ある。
【図３】ＭＤＴ ＵＬカバレッジ決定に用いられる追加ＵＬ測定を示す図である。
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【図４】本実施形態によるＵＬ測定結果を報告し、ＭＤＴ ＵＬカバレッジを補助する一
具体例を示す図である。
【図５】ＵＥとｅＮｏｄｅＢ間のデータ通信に用いられる物理リソースブロック (ＰＲＢ
)の無線フレームと対応する構造を示す図である。
【図６】ＵＬ測定のために、ＵＥからｅＮｏｄｅＢに伝送される物理アップリンク共有チ
ャネル (ＰＵＳＣＨ)とデータ復調用参照信号 (ＤＭ-ＲＳ) を示す図である。
【図７】ＵＬ測定のため、ＵＥからｅＮｏｄｅＢに伝送される物理アップリンク共有チャ
ネル (ＰＵＳＣＨ)とサウンディング参照信号 (ＳＲＳ)を示す図である。
【図８】ｅＮｏｄｅＢ観点から、ＭＤＴ ＵＬカバレッジの追加 ＵＬ測定を用いた方法の
フローチャートである。
【図９】ＭＤＴサーバ観点から、ＭＤＴ ＵＬカバレッジの追加 ＵＬ測定を用いた方法の
フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の実施態様について詳細に述べる。その例は添付図面に示されている。
【００１６】
　図１は、本実施形態による移動通信システム１００におけるアップリンクカバレッジ分
析の運転テストの最小化(ＭＤＴ)の方法を示す図である。移動通信ネットワーク１００は
、ユーザー装置（ＵＥ）１０１、基地局（ｅＮｏｄｅＢ）１０２、および、ＭＤＴサーバ
１０３を含む。ＵＥ１０１は基地局ｅＮｏｄｅＢ１０２により供され、且つ、モバイルネ
ットワークにより設定されて、サポート情報をＭＤＴに提供する。通常、ＵＥ１０１は、
無線インターフェイスで、ｅＮｏｄｅＢ１０２とＭＤＴサーバ１０３と通信し、ｅＮｏｄ
ｅＢ１０２とＭＤＴサーバ１０３は、バックエンド接続 (たとえば、ファイバー１０４)
により互いに通信する。ＭＤＴ測定とロギング（ｌｏｇｇｉｎｇ）の間に、ＵＥ１０１は
各種測定を実行して、測定結果を、報告された情報をそのサービングｅＮｏｄｅＢ１０２
に報告する。サービングｅＮｏｄｅＢ１０２は、報告された情報をＭＤＴサーバ１０３に
伝送してもよい。二種のＭＤＴがある。ログされたＭＤＴに対し、RRC_IDLE 状態で、測
定が実行され、ＵＥ１０１によりログされる。ＵＥ１０１は、後ほど、収集された情報を
ネットワークに報告する。即時ＭＤＴにおいて、RRC_CONNECTED 状態で、ＵＥ１０１によ
り測定を実行する。収集された情報は、ネットワークに、即時に報告するために利用でき
る。 
【００１７】
　ＭＤＴ測定とロギングは、ＭＤＴサーバにより、アップリンク (ＵＬ)カバレッジ分析
に用いられる。３ＧＰＰ リリース１１(Rel-11 LTE) ＭＤＴワークアイテムにしたがって
、ＵＬカバレッジ使用事例は、以下の目的と要求に従って実行されなければならない。第
一目的は弱いＵＬカバレッジを識別することである。第二目的は、ＵＬのカバレッジマッ
ピングを実行する、すなわち、測定したＵＬ無線パフォーマンスと地理的な位置を示すこ
とである。第三目的は、ＵＬカバレッジが、オーバーショット、パイロット汚染および重
複セルのパスロスまたは干渉条件により制限されるかどうか識別することである。 
【００１８】
　３ＧＰＰリリース１０(Rel-10 LTE)において、ＭＤＴ ＵＬカバレッジ使用事例に対し
、ＵＥによるパワーヘッドルーム (ＰＨ)測定が含まれる。現在の伝送により用いられる(
または設定される)ＴＸ電力に加え、パワーヘッドルームは、どのくらいの伝送 (ＴＸ)電
力がＵＥに残されるかを示す。よって、負のＰＨ値は、しばしば、弱いＵＬカバレッジの
可能性を示す。よって、ＵＬカバレッジにおいて、ＵＥは、ＵＥ位置によりタグ付けされ
る負のＰＨ値をＭＤＴサーバに報告する。報告されるＰＨ値に基づいて、ＭＤＴサーバは
、負の値を有するＰＨ報告(ＰＨＲ)を調査し、タグ付けされる位置が弱いＵＬカバレッジ
領域中にあるかどうか調べることができる。しかし、追加情報なしでは、ＭＤＴサーバが
、単にＰＨＲに基づいて、ＵＬカバレッジでよい判断を下すのは困難である。その結果、
ミス検出と誤報がしばしば発生する。
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【００１９】
　本実施形態において、ＵＥにより提供されるトランスミッタ側情報に加え、ＭＤＴサー
バは、ＵＬカバレッジ分析のために、ネットワークにより提供されるレシーバ側情報を備
えている。一例において、追加のＵＬ測定、たとえば、基準信号受信電力 (ＲＳＲＰ：Ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ)および／または基準
信号受信品質 (ＲＳＲＱ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕ
ａｌｉｔｙ)がネットワークにより実行され、ＭＤＴサーバに報告される。別の例におい
て、干渉条件、たとえば、受信干渉電力 (ＲＩＰ：Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒ
ｅｎｃｅ　Ｐｏｗｅｒ)と熱ノイズ電力（ｔｈｅｒｍａｌ　ｎｏｉｓｅ　ｐｏｗｅｒ）が
ネットワークにより測定され、ＭＤＴサーバに報告される。トランスミッタ側とレシーバ
側情報に基づいて、ＭＤＴサーバは、さらに正確にＵＬ無線リンク品質にアクセスするこ
とができる。
【００２０】
　図１の例において、ＵＥ１０１は、そのパワーヘッドルーム（ＰＨ）値をｅＮｏｄｅＢ
１０２に報告しｅＮｏｄｅＢ１０２はそのＰＨ値をＭＤＴサーバ１０３に伝送する。報告
されたＰＨ値は、アップリンク伝送の物理アップリンク共有チャネル (ＰＵＳＣＨ：Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ)で、現在のＵＥ伝送電力
を示す。ＭＤＴロギング目的のため、ＰＨＲは、ＵＥ位置情報がタグ付けされる。ＭＤＴ
 ＵＬカバレッジを補助するため、ｅＮｏｄｅＢ１０２は、アップリンクＲＳＲＰ/ＲＳＲ
Ｑ/ＲＩＰ測定を実行して、測定結果をＭＤＴサーバ１０３に報告する。アップリンク測
定は、受信した参照信号、たとえば、データ復調用参照信号 (ＤＭ-ＲＳ：Ｄｅｍｏｄｕ
ｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ)またはサウンディング参照信号 (Ｓ
ＲＳ：Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ)に基づく。ＰＨＲとアッ
プリンク測定結果に基づいて、ＭＤＴサーバ１０３が、ＵＬカバレッジを決定する。
【００２１】
　図２は、本実施形態による基地局 (ｅＮｏｄｅＢ)２０１とＭＤＴサーバ２０２のブロ
ック図である。図２の例において、ｅＮｏｄｅＢ２０１は、メモリ２１１、プロセッサ２
１２、ＭＤＴロギングモジュール２１３、ＭＤＴ測定モジュール２１４、および、アンテ
ナ２１６に結合され、空気界面で、ユーザー装置と無線信号を送受信する無線周波数(Ｒ
Ｆ)モジュール２１５を含む。同様に、ＭＤＴサーバ２０２は、メモリ２２１、プロセッ
サ２２２、ＭＤＴ制御モジュール２２３、および、ｅＮｏｄｅＢ２０１によりデータ(た
とえば、アップリンク測定結果)を送受信するトランスミッタ (ＴＸ)とレシーバ (ＲＸ)
モジュール２２４を含む。ＭＤＴサーバ２０２は、外部データベース２３０を備え、全Ｍ
ＤＴ測定、ロギング関連情報、および、位置情報を保存する。ロギング関連情報は、たと
えば、測定結果、問題、イベントロギングである。
【００２２】
　ｅＮｏｄｅＢ２０１とＭＤＴサーバ２０２の異なるモジュールは、ソフトウェア、ファ
ームウェア、ハードウェア、または、それらの組み合わせにより実行される機能モジュー
ルである。プロセッサ２１２と２２２(たとえば、それぞれ、メモリ２１１と２２１に含
まれるプログラム指令(図示しない)により)により実行される時、機能モジュールは、特
に、ＵＬカバレッジ目的で、ｅＮｏｄｅＢ２０１とＭＤＴサーバ２０２が、ＭＤＴ測定と
ロギングを実行できるようにする。たとえば、ＭＤＴ制御モジュール２２３は、ｅＮｏｄ
ｅＢ２０１と関連するＵＥに、ＭＤＴを設定し初期化する。ＵＬカバレッジ分析のため、
ＭＤＴ測定モジュール２１４はアップリンク測定を実行し、測定結果をＭＤＴサーバ２０
２に報告する。図２の例において、ＭＤＴサーバ２０２は、独立したネットワーク装置で
ある。別の具体例において、ＭＤＴサーバの機能は、別のネットワーク装置、たとえば、
ｅＮｏｄｅＢ２０１により実行される。
【００２３】
　図３は、ＭＤＴ ＵＬカバレッジ分析に用いることができる追加のＵＬ測定を示す図で
ある。一般に、ＵＬカバレッジ (ボックス 301)は、パスロス (ボックス 302)または干渉
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条件 (ボックス 303)により制限される。ＵＬ無線リンク品質は、パスロスとＵＥとサー
ビングｅＮｏｄｅＢ間の距離に基づいて査定される。たとえば、大きいパスロスと短いＵ
Ｅ／ｅＮｏｄｅＢ距離は、ＵＬカバレッジ問題領域を意味する。同様に、重大な干渉条件
は、悪いＵＬカバレッジを示す。  
【００２４】
　パスロスは、無線インターフェイスを通じて、トランスミッタ (ＵＥ)からレシーバ (
ｅＮｏｄｅＢ)に伝播するときの無線信号の出力密度の減少である。よって、アップリン
ク伝送において、パスロスは、アップリンク無線チャネル (たとえば、 ＰＵＳＣＨ)のＵ
Ｅ伝送電力 (ボックス 304)とｅＮｏｄｅＢ受信電力 (ボックス 305)から得られる。ＵＥ
伝送電力は、ＵＥにより提供されるＰＨＲ (ボックス 306) に基づいて決定され、ｅＮｏ
ｄｅＢ受信電力は、ｅＮｏｄｅＢにより実行されるアップリンク測定、たとえば、ＲＳＲ
Ｐ (ボックス 307)により決定される。  
【００２５】
　一方、干渉条件は、アップリンク無線チャネルに沿って伝わるので、無線信号の変更、
修正または中断のすべてに関係する。干渉条件は、信号対干渉ノイズ比 (ＳＩＮＲ：ｓｉ
ｇｎａｌ　ｔｏ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｐｌｕｓ　ｎｏｉｓｅ　ｒａｔｉｏ) (ボ
ックス 308)および／または干渉レベル (ボックス 309)により示される。ＳＩＮＲがアッ
プリンク測定、たとえば、ＲＳＲＱ (ボックス 310)により得られ、干渉レベルがアップ
リンク測定、たとえば、受信干渉電力 (ＲＩＰ)と熱ノイズ電力測定(ボックス 311)によ
り得られる。 
【００２６】
　図４は、本実施形態によるＵＬ測定結果を報告して、ＭＤＴ ＵＬカバレッジを補助す
る一具体例を示す図である。ステップ４１１において、ユーザー装置（ＵＥ）４０１は、
そのサービング基地局（ｅＮｏｄｅＢ）４０２と、無線リソース制御 (ＲＲＣ)接続を構
築する。ステップ４１２において、ＭＤＴサーバ４０３は、ＵＥ４０１とｅＮｏｄｅＢ４
０２を設定して、ＭＤＴ測定とロギングを開始する。一例において、ＭＤＴは、ＭＤＴ要
求をＭＤＴサーバ４０３に伝送する保守運用管理 (ＯＡＭ：Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　Ａｄｍ
ｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ　Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ)システム(図示しない)により、初期
化される。ＭＤＴ要求の受信時、ＭＤＴサーバ４０３は、ＵＥ４０１に対しユーザー承諾
を確認し、ＵＥ４０１がＭＤＴ測定収集によりユーザー承諾を有する場合、ＭＤＴサーバ
４０３はＭＤＴセッションを起動する。ＭＤＴ測定収集がユーザーの位置情報を含む、ま
たは、ユーザーの位置が推定できる位置を含むので、ユーザー承諾情報が要求される。 
たとえば、ＵＥ４０１がＰＨ値を報告する時、ＰＨＲはＵＥ位置情報がタグ付けされる。
 
【００２７】
　ステップ４１３において、ＵＥ４０１は、ｅＮｏｄｅＢ４０２から、ダウンリンク設定
を受信する。ダウンリンク設定に基づいて、ステップ４１４において、ＵＥ４０１は、ダ
ウンリンク測定を実行すると共に、そのパワーヘッドルーム (ＰＨ)値を計算する。ステ
ップ４１５において、ＵＥ４０１は、ＰＵＳＣＨにより、ＰＨＲをｅＮｏｄｅＢ４０２に
伝送する。ＰＨＲは、ＰＵＳＣＨで、アップリンク伝送のＰＨ値を示す。ステップ４２１
において、ｅＮｏｄｅＢ４０２は、ＰＨＲをＭＤＴサーバ４０３に伝送する。ステップ４
２２において、ｅＮｏｄｅＢは、受信したアップリンク参照信号に基づいて、ＵＬ測定を
実行する。ＵＬ測定は、ＤＭ-ＲＳまたはＳＲＳに基づくＲＳＲＰ/ＲＳＲＱ測定、ＲＩＰ
のような干渉測定を含む。ステップ４２３において、ｅＮｏｄｅＢ４０２は、アップリン
ク測定結果をＭＤＴサーバ４０３に伝送する。最後に、ステップ４２４において、ＭＤＴ
サーバ４０３は、ＰＨＲとＵＬ測定結果に基づいて、ＵＬカバレッジを決定する。  
【００２８】
　図５は、ＵＥとｅＮｏｄｅＢ間のデータ通信に用いる無線フレームと物理リソースブロ
ック (ＰＲＢ)の対応する構造を示す図である。ＯＦＤＭシステムにおいて、基地局（ｅ
ＮｏｄｅＢ）とユーザー装置（ＵＥ）は、フレームバイフレーム構造で、物理リソースブ
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ロック (ＰＲＢ)により伝送されるデータを送受信することにより互いに通信する。図５
に示されるように、各無線フレームは長さが10ms 、且つ、１０個のサブフレームを含む
。各サブフレームは長さが1ms、且つ、二個の時間スロットを含む。各時間スロットは長
さが0.5ms 、且つ、７個のＯＦＤＭ 符号(NSYMB = 7)を含む。さらに、各時間スロットは
多くのＰＲＢに関連し、各ＰＲＢは、周波数ドメインの１２個のサブキャリア (NRB = 12
)と時間ドメインの７個のＯＦＤＭ 符号(NSYMB = 7)を含む。その結果、各ＰＲＢ (たと
えば、ＰＲＢ５００)は NRB x NSYMB リソース要素（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ
）を含み、各リソース要素５０１(周波数ユニットとも称される)は、周波数ドメインの一
サブキャリアの無線リソースと時間ドメインの一ＯＦＤＭ符号を示す。 
【００２９】
　図３で説明したように、ＵＬカバレッジ問題は、一般に、アップリンク無線チャネルパ
スロスおよび／または干渉条件に関連する。パスロスは、アップリンク無線チャネルのＵ
Ｅ伝送電力とｅＮｏｄｅＢ受信電力から得られる。このほか、ＵＥ伝送電力は、ＵＥによ
り提供されるＰＨＲに基づいて決定され、ｅＮｏｄｅＢ 受信電力は、ｅＮｏｄｅＢによ
り実行されるアップリンク測定、たとえば、ＲＳＲＰにより決定される。よって、ｅＮｏ
ｄｅＢによるＲＳＲＰ測定が、ＰＨＲに対応するＰＵＳＣＨにより、周波数／時間におい
て、同じまたは少なくとも近いＰＲＢで実行されることが大切である。図５に示されるよ
うに、たとえば、ＰＨＲに対応するＰＵＳＣＨがＰＲＢ５００を含む場合、ＵＬ ＲＳＲ
Ｐ測定は、ＰＲＢ５００により、周波数／時間において、近いＰＲＢで実行されなければ
ならない。本新規形態において、二つの可能なＲＳＲＰ測定が提案される。第一ＲＳＲＰ
測定はＤＭ-ＲＳに基づき、第二ＲＳＲＰ測定はＳＲＳに基づく。二つのＲＳＲＰ測定は
、それぞれ、図６と図７に示される。 
【００３０】
　図６は、ＲＳＲＰ ＵＬ測定におけるＵＥからｅＮｏｄｅＢに伝送される物理アップリ
ンク共有チャネル (ＰＵＳＣＨ)とデータ復調用参照信号 (ＤＭ-ＲＳ：Ｄｅｍｏｕｌａｔ
ｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ)を示す図である。図６の例において、ＵＥ
６０１は、アップリンクチャネルＰＵＳＣＨ６１０で、ＰＨＲをｅＮｏｄｅＢ６０２に伝
送する。ＵＥ６０１は、ＤＭ-ＲＳもｅＮｏｄｅＢ６０２に伝送する。ＤＭ-ＲＳに基づい
て、ｅＮｏｄｅＢ６０２は、受信したＤＭ-ＲＳのＲＳＲＰ測定を実行する。ＤＭ-ＲＳの
ＲＳＲＰ測定は、考慮される測定時間分と周波数バンド幅で、ＰＵＳＣＨ ＤＭ-ＲＳを伝
送するリソース要素の電力寄与( [W])の合計または線形平均として定義される。測定の基
準点はＲＸアンテナコネクタである。レシーバダイバーシティの場合、報告された値は、
ダイバーシティ分岐で、電力の線形平均になる。
【００３１】
　ＤＭ-ＲＳ ＲＳＲＰ測定の目的は、ＰＨＲに対応するＰＵＳＣＨ６１０の受信電力を測
定することである。さらに特に、考慮される測定時間分と周波数バンド幅は、ターゲット
ＰＵＳＣＨ６１０により占有される物理リソースブロック (ＰＲＢ)において、ＤＭ-ＲＳ
の時間／周波数リソースとして定義される。図６に示されるように、ＰＨＲに対応するＰ
ＵＳＣＨ６１０は、１つの時間スロット (たとえば、７ＯＦＤＭ符号)とＮリソースブロ
ックを占有し、ＤＭ-ＲＳは同じリソースブロック内で伝送され、たとえば、ＤＭ-ＲＳは
、ＰＵＳＣＨ伝送の同じサブフレーム/時間スロット中、ある特定のＯＦＤＭ符号を用い
て伝送される。さらに、周波数ユニット (たとえば、リソース素子)ごとのＰＵＳＣＨ６
１０の平均ＵＥ伝送電力が、ＰＨＲとＰＵＳＣＨ ＰＲＢ指数から得られる。その結果、
周波数ユニット (たとえば、リソース素子)ごとのパスロスは、この定義されたＲＳＲＰ
測定とＰＨＲから生成されるＵＥ伝送電力から得られる。弱いＵＬカバレッジの領域は、
ＵＥ／ｅＮｏｄｅＢ距離と周波数ユニットごとのパスロスを考慮することにより識別され
る。
【００３２】
　図７は、ＲＳＲＰ ＵＬ測定のため、ＵＥからｅＮｏｄｅＢに伝送される物理アップリ
ンク共有チャネル (ＰＵＳＣＨ)とサウンディング参照信号 (ＳＲＳ)を示す図である。図
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７の例において、ＵＥ７０１は、アップリンクチャネルＰＵＳＣＨ７１０で、ＰＨＲをｅ
ＮｏｄｅＢ７０２に伝送する。また、ＵＥ７０１は、サウンディングチャネル７２０で、
ＳＲＳをｅＮｏｄｅＢ７０２に伝送する。ＳＲＳに基づいて、ｅＮｏｄｅＢ７０２は、受
信ＳＲＳのＲＳＲＰ測定を実行する。ＳＲＳのＲＳＲＰ測定は、考慮される測定時間分と
周波数バンド幅で、サウンディング参照信号を伝送するリソース素子の電力寄与 ([W])の
合計または線形平均として定義される。測定の基準点はＲＸアンテナコネクタである。レ
シーバダイバーシティの場合、報告される値は、ダイバーシティ分岐中の電力の線形平均
になる。 
【００３３】
　ＳＲＳ ＲＳＲＰ測定の目的は、ターゲットＳＲＳの受信電力を測定することで、ター
ゲットＳＲＳは、時間上、ＰＨＲに関連するＰＵＳＣＨ７１０と接近する。さらに特に、
考慮される測定時間分と周波数バンド幅は、ターゲットＳＲＳの時間／周波数リソースと
して定義される。図７に示されるように、ＰＨＲに対応するＰＵＳＣＨ７１０は、１つの
時間スロット (たとえば、７ＯＦＤＭ符号)とＮリソースブロックを占有し、ＰＵＳＣＨ
伝送の次の時間スロットにおいて、ターゲットＳＲＳが、第一ＯＦＤＭ符号を用いて伝送
される。ＰＨＲとＰＵＳＣＨ ＰＲＢ指数から、周波数ユニット (たとえば、リソース素
子)あたりのＰＵＳＣＨ７１０の平均ＵＥ伝送電力が得られる。ターゲットＳＲＳが、時
間内で、ＰＨＲに関連するＰＵＳＣＨ７１０に接近するため、ＰＵＳＣＨとＳＲＳの電力
制御メカニズムが非常に類似することを考慮し(3GPP TS 36.213; 36.213中のパラメータ 
PSRS_OFFSET,c(m), PO_PUSCH,c(j)と ΔTF,c(i)が、二チャネルの電力制御の差異の補償
することが要求される)、測定される平均ＳＲＳ受信電力は、以前として有用なレシーバ
側情報となる。その結果、周波数ユニット (たとえば、リソース素子) ごとのパスロスは
、この定義されたＲＳＲＰ測定とＰＨＲから生成されるＵＥ伝送電力から得られる。弱い
ＵＬカバレッジの領域は、ＵＥ／ｅＮｏｄｅＢ距離と周波数ユニットごとのパスロスを考
慮することにより識別される。
【００３４】
　ＲＳＲＰ ＵＬ測定 (ＰＨＲと一緒に)は、パスロスの判断に有用であり、ＲＳＲＱ Ｕ
Ｌ測定は、アップリンク干渉条件を示すのに有用である。図３で説明したように、干渉条
件が、信号対干渉ノイズ比 (ＳＩＮＲ)および／または干渉レベルにより示される。ＳＩ
ＮＲが、アップリンク測定、たとえば、ＲＳＲＱにより得られる。ＲＳＲＱ ＵＬ測定は
、比率 “基準信号受信電力 (ＲＳＲＰ)” / “受信干渉電力 (ＲＩＰ)” (ＲＳＲＱ = 
ＲＳＲＰ/ＲＩＰ)として定義される。分子と分母の測定が、考慮される組の時間／周波数
リソースで行われる。分子と分母の時間周波数リソースの考慮される組は、時間上、十分
であり、正確なＳＩＮＲ値が得られる。測定の基準点はＲＸアンテナコネクタである。レ
シーバダイバーシティの場合、報告される値は、ダイバーシティ分岐中、電力の線形平均
である。
【００３５】
　ＲＳＲＱ測定の目的は、ＰＨＲに対応するＰＵＳＣＨの受信したＳＩＮＲ、または、時
間上、ＰＵＳＣＨに接近するＳＲＳの受信したＳＩＮＲを測定することである。分子中の
ＲＳＲＰは、データ復調用参照信号受信電力またはサウンディング参照信号受信電力また
は別の等価測定である。図６と図７に示されるデータ復調用参照信号受信電力またはサウ
ンディング参照信号受信電力の測定の機能性がＲＳＲＱ測定に応用される。 
【００３６】
　ＭＤＴサーバが、パスロス (ＲＳＲＰ測定から生成)またはＳＩＮＲ (ＲＳＲＱ = ＲＳ
ＲＰ/ＲＩＰ測定から生成)を認識していても、ＭＤＴサーバは、パスロス原因または高い
干渉レベルのために、ＵＬカバレッジ問題が生じるかどうかを識別することがまだできな
い。本新規形態において、ＵＬカバレッジ検出に用いられるＰＵＳＣＨのＰＲＢ指数をＭ
ＤＴサーバに知らせる。“受信干渉電力”と“熱ノイズ電力”測定が、ＰＵＳＣＨの発生
にほぼ近い時間分で測定される3GPP TS 36.214で定められるので、ＭＤＴサーバは、ＰＵ
ＳＣＨ伝送が被る干渉レベルを知ることができる。その結果、ＭＤＴサーバが、ＲＳＲＰ
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とＲＩＰ両方、または、ＲＳＲＱとＲＩＰ両方を知っている場合、ＭＤＴサーバは、パス
ロス原因のための悪いＵＬカバレッジ問題と高い干渉レベルのための問題を識別すること
ができる。
【００３７】
　図８は、ｅＮｏｄｅＢ観点からＭＤＴ ＵＬカバレッジの追加ＵＬ測定を用いた方法の
フローチャートである。ステップ８０１において、基地局 (ｅＮｏｄｅＢ)は、移動通信
ネットワークにおいて、ユーザー装置 (ＵＥ)と無線リソース制御 (ＲＲＣ) 接続を構築
する。ｅＮｏｄｅＢとＵＥが、運転テストの最小化(ＭＤＴ)に設定される。ステップ８０
２において、ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥから、物理アップリンク共有チャネル (ＰＵＳＣＨ)
に対応する電力ヘッドルーム報告 (ＰＲＨ)を受信し、ＰＨＲをＭＤＴサーバに伝送する
。ステップ８０３において、ｅＮｏｄｅＢは、ＰＵＳＣＨで割り当てられるデータ復調用
参照信号 (ＤＭ-ＲＳ)のアップリンク測定を実行する。アップリンク測定は、ＰＵＳＣＨ
に関連するアップリンク受信干渉電力 (ＲＩＰ)を測定する工程も含む。ステップ８０４
において、ｅＮｏｄｅＢはアップリンク測定結果をＭＤＴサーバに報告する。ＭＤＴサー
バは、ＰＨＲとアップリンク測定結果に基づいて、アップリンクカバレッジを決定する。
【００３８】
　図９は、ＭＤＴサーバ観点から、ＭＤＴ ＵＬカバレッジの追加ＵＬ測定を用いた方法
のフローチャートである。ステップ９０１において、運転テスト (ＭＤＴ)サーバの最小
化は、移動通信ネットワーク中、基地局(ｅＮｏｄｅＢ)から伝送されるユーザー装置 (Ｕ
Ｅ)の物理アップリンク共有チャネル(ＰＵＳＣＨ)に対応する電力ヘッドルーム報告 (Ｐ
ＨＲ)を受信する。ＵＥとｅＮｏｄｅＢがＭＤＴ用に設定される。一例において、ＭＤＴ
ロギング目的のため、ＰＨＲはＵＥ位置情報がタグ付けられる。ステップ９０２において
、ＭＤＴサーバは、ＰＵＳＣＨの基準信号受信電力 (ＲＳＲＰ)または基準信号受信品質 
(ＲＳＲＱ)測定を示すアップリンク測定結果を受信する。ステップ９０３において、ＭＤ
Ｔサーバは、ＰＵＳＣＨに関連する受信干渉電力 (ＲＩＰ)を受信する。ステップ９０４
において、ＭＤＴサーバは、受信したＰＨＲ、ＲＳＲＰ/ＲＳＲＱおよびＲＩＰ ＵＬ測定
結果に基づいて、アップリンクカバレッジを決定する。ＭＤＴサーバは、ＰＨＲとＲＳＲ
Ｐから、アップリンクチャネルのパスロスを決定することができる。ＲＳＲＰ/ＲＳＲＱ
およびＲＩＰから、ＭＤＴサーバは、アップリンクチャネルの干渉条件を決定することが
できる。よって、ＭＤＴサーバは、パスロス原因による悪いＵＬカバレッジ問題と高い干
渉レベルによる問題を識別することができる。
【００３９】
　本発明では好ましい実施形態を前述の通り開示したが、これらは決して本発明に限定す
るものではなく、本発明の思想と領域を脱しない範囲内で各種の変形を加えることができ
る。
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